
廣瀬木更津駐屯地司令を表敬
する神原会長ら↓

令和５年３月

三
年
ぶ
り
の
部
隊
研
修

千葉県隊友会事務局
事務所開所時間
月・水・金
10:00～15:00

隊
友
千
葉
だ
よ
り

第７０号隊友千葉だより

三年ぶりの部隊研修に大
満足の参加者↓

滑
走
路
で
は
、
各
種
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
間
近
で

離
発
着
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
久
し
ぶ
り
の
部
隊

研
修
に
参
加
者
も
満
喫
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
「
隊
友
会
入
会
説
明
会
」
に

は
、
退
官
予
定
者
は
も
と
よ
り
、
部
隊
長
、
業
務

担
当
者
約
三
十
名
に
参
加
い
た
だ
き
、
神
原
会
長

の
挨
拶
に
引
き
続
き
、
大
根
事
務
局
長
よ
り
、
隊

友
会
の
概
要
説
明
及
び
入
会
依
頼
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
と
定
年
延
長
等
の
影
響
か
ら
、
会
員
入
会

数
が
伸
び
悩
む
中
、
会
勢
の
向
上
の
一
助
と
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

説
明
会
終
了
後
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
長
と
、
神

原
会
長
、
青
木
・
菊
地
副
会
長
、
森
（
船
橋
）
・

今
瀬
（
千
葉
中
央
）
支
部
長
等
が
一
堂
に
会
し
、

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
出
来
、
好
天
に
も
恵
ま

れ
、
充
実
し
た
成
果
を
得
て
、
本
研
修
を
無
事
に

終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
各
支
部
、
会
員
の
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
担
当
：
梁
池
）

令
和
四
年
度
部
隊
研
修
は
、
令
和
五
年
二
月
二
十
七
日

（
月
）
、
陸
上
自
衛
隊
第
一
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
（
木
更
津
駐

屯
地
）
の
全
面
支
援
を
受
け
て
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
、
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
、

本
研
修
に
は
、
神
原
会
長
以
下
、
六
十
九
名
の
会
員
・
協

力
者
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
に
先
立
ち
、
第
一
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
長
兼
ね
て
木

更
津
駐
屯
地
司
令

廣
瀬
俊
彦
陸
将
補
を
表
敬
し
、
本
研

修
の
御
礼
と
と
も
に
、
隊
友
会
へ
の
入
会
促
進
等
の
協
力

を
依
頼
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
駐
屯
地
所
在
部
隊
が
保
有
す
る
最
新
鋭
の

Ⅴ
‐
二
二
（
オ
ス
プ
レ
イ
）
及
び
大
型
輸
送
ヘ
リ
Ｃ
Ｈ
‐

四
七
Ｊ
（
チ
ヌ
ー
ク
）
の
概
要
説
明
を
皮
切
り
に
実
機
を

つ
ぶ
さ
に
研
修
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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入会説明会には多く隊員
に参加いただきました↓

◇
令
和
５
年
度
分
「
会
費
」
お
よ
び
「
会
運
営
協
力

金
（
寄
付
）
」
に
つ
い
て

令
和
五
年
度
分
「
会
費
」
・
「
会
運
営
協
力

金
（
寄
付
）
」
に
つ
い
て
納
付
・
ご
協
力
い
た

だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
会
費
に
つ
い
て

は
未
だ
未
納
の
会
員
は
今
年
度
末
ま
で
に
振
り

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
運
営
協
力
金
（
寄
付
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

入
会
か
ら
10
年
経
過
し
65
歳
以
上
の
会
員
に
毎

年
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
高
齢
化
、
新

入
会
員
の
減
少
等
、
近
年
の
状
況
か
ら
千
葉
県

隊
友
会
の
安
定
し
た
活
動
お
よ
び
発
展
に
欠
か

せ
な
い
大
き
な
財
政
基
盤
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
令
和
五
年
度
通
常
総
会
お
よ
び
防
衛
講
話
開
催

四
月
十
九
日
（
水
）
十
三
時
半
か
ら
「
三
井

ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉
」
に
て
「
令
和
五
年
度

通
常
総
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
総
会
に
お
け
る

議
案
（
令
和
四
年
度
事
業･

会
計
報
告
、
令
和
五

年
度
事
業
計
画
・
予
算
（
案
）
、
役
員
交
代
）

の
要
約
を
掲
載
し
ま
す
。
総
会
に
参
加
さ
れ
な

い
会
員
は
、
規
約
第
四
十
九
条
に
基
づ
き
、
支

部
長
指
名
の
代
理
人
へ
の
委
任
に
な
り
ま
す
。

総
会
終
了
後
に
防
衛
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
会
員
皆
様
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

・
時
間
：
十
五
時
四
十
分
～
十
七
時

・
場
所
：
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉

（
千
葉
市
中
央
区
中
央
１‐

11‐

１
）

・
講
師
：
ナ
ザ
レ
ン
コ
・
ア
ン
ド
リ
ー
氏

（
在
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

外
交
評
論
家
）

『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
実
と
日
本
へ
の
警
鐘
』

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ



【
第
一
号
議
案
】
令
和
四
年
度
事
業
報
告
（
案
）

◆
全
般令

和
４
年
度
は
、
新
型
引
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
昨
年
度
に
続
き
活
動
に
影
響
を
受
け

た
が
、
後
半
は
徐
々
に
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
部
隊
行
事
へ
の
参
加
お
よ
び
部
隊
と
連
携
し
た
活

動
を
再
開
で
き
た
。

県
計
画
お
よ
び
支
部
計
画
の
慰
霊
顕
彰
関
連
事
業
は
概

ね
計
画
と
お
り
実
施
で
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
会
勢
拡
大
、
特
に
新
入
会
員
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
入
会
説
明
会
な
ど
を
実
施
し
た
が
、

前
年
度
並
み
の
成
果
で
あ
り
大
き
く
回
復
し
な
か
っ
た
。

◆
地
方
自
治
体
等
へ
の
協
力

❍
８
月
に
実
施
さ
れ
た
九
都
県
市
防
災
訓
練
に
お
い
て
、

県
の
防
災
備
蓄
倉
庫
（
山
武
地
域
防
災
備
蓄
倉
庫
・

葛
南
地
域
防
災
備
蓄
倉
庫
・
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
）

か
ら
の
物
資
搬
出
の
実
働
訓
練
に
、
山
武
東
金
（
７

名
）
・
船
橋
（
７
名
）
・
習
志
野
（
２
名
）
・
市
川

支
部
（
１
名
）
・
県
本
部
（
１
名
）
合
計
２
３
名
が

参
加
。

◆
自
衛
隊
の
諸
業
務
・
活
動
に
対
す
る
協
力
・
支
援

〇
災
害
情
報
連
絡
員
体
制
を
維
持
（
14
個
支
部
）

❍
関
係
支
部
は
、
習
志
野
駐
屯
地
・
松
戸
駐
屯
地
・

下
志
津
駐
屯
地
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
家
族
支

援
に
協
力
。
ま
た
、
習
志
野
・
若
葉
支
部
要
員
は
統

合
防
災
訓
練
に
参
加
。

❍
松
戸
・
習
志
野
駐
屯
地
に
お
い
て
引
越
し
相
談
会
を

開
催
、
ま
た
各
駐
屯
地
・
基
地
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

隊
員
71
名
の
引
越
し
合
見
積
も
り
を
支
援
。
成
約
に

伴
う
還
付
金
を
関
係
支
部
に
助
成
。

◆
講
演
会
・
隊
友
紙
の
配
布
等

❍
県
は
、
総
会
に
連
接
し
防
衛
講
演
会
を
開
催
。
ま

た
山
武
東
金
支
部
、
四
街
道
支
部
、
安
房
支
部
お

よ
び
沼
南
支
部
は
、
会
員
の
他
、
市
民
を
招
待
し

防
衛
講
演
会
を
開
催
。

❍
会
員
に
隊
友
新
聞
を
配
布

（
手
配
り
53
％
、
郵
送
33
％
）

◆
慰
霊
顕
事
業

❍
護
国
神
社
春
秋
大
祭
へ
の
協
力
（
清
掃
ご
奉
仕
・
浄
財

等
奉
納
）
県
本
部
計
画
に
よ
り
、
春
の
大
祭
に
は
会
長

が
参
加
、
秋
の
大
祭
に
は
会
長
以
下
８
名
が
参
加
す
る

と
と
も
に
玉
串
料
を
奉
納
。
ま
た
、
秋
の
大
祭
前
に
は

12
名
の
会
員
に
よ
り
清
掃
活
動
を
実
施
。

神
社
の
桜
木
町
移
転
に
伴
い
、
前
期
支
部
長
会
議
を

神
社
会
議
室
で
実
施
す
る
と
と
も
に
参
加
者
全
員
で
合

同
参
拝
を
実
施
。

❍
県
本
部
の
計
画
に
よ
り
、
10
月
に
近
隣
支
部
か
ら
31
名

の
参
加
を
得
て
千
葉
県
追
悼
式
会
場
（
下
志
津
駐
屯
地

「
鎮
の
庭
」
）
の
整
備
を
修
親
会
と
と
も
に
実
施
。

追
悼
式
に
は
会
長
が
参
列
す
る
と
と
も
に
千
葉
県
隊
友

会
か
ら
供
花
を
お
供
え
し
た
。

❍
護
国
神
社
内
の
「
特
攻
勇
士
の
像
慰
霊
祭
」
に
協
力
。

ま
た
、
７
コ
支
部
（
柏
・
鎌
ヶ
谷
・
我
孫
子
・
館
山
・

夷
隅
・
八
街
・
船
橋
）
は
、
地
元
所
在
の
戦
没
者
慰
霊

碑
等
の
清
掃
及
び
慰
霊
行
事
に
参
加
。

◆
会
勢
の
充
実

❍
令
和
四
年
度
（
二
月
末
）
の
正
会
員
は
、
令
和
三
年
度

末
の
正
会
員
か
ら
四
十
一
名
の
減
少
。
特
別
会
員
は

、
十
六
名
増
加
し
、
一
一
三
名
と
な
っ
た
。

入
会
者
数
は
昨
年
度
並
み
で
、
令
和
元
年
度
入
会
者
数

か
ら
37
％
減
で
あ
り
入
会
者
低
迷
が
継
続
。

❍
年
度
後
半
、
下
志
津
駐
屯
地
、
峯
岡
山
分
屯
地
、
松
戸

駐
屯
地
、
木
更
津
駐
屯
地
お
よ
び
習
志
野
駐
屯
地
（
三

月
予
定
）
で
入
会
説
明
会
を
実
施
し
即
日
入
会
を
依
頼
。

❍
海
自
下
総
基
地
に
お
け
る
中
級
管
理
講
習
お
よ
び
陸
自

下
志
津
駐
屯
地
で
退
職
予
定
隊
員
教
育
に
お
い
て
、
隊

友
会
活
動
等
の
説
明
を
実
施
。

◆
会
活
動
の
活
性
化

❍
徐
々
に
開
催
さ
れ
て
き
た
駐
屯
地
・
基
地
記
念
行
事
等

に
参
加
し
、
隊
員
の
隊
友
会
入
会
を
依
頼
。

❍
木
更
津
駐
屯
地
第
一
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
の
協
力
を
得
て
、

会
員
、
特
別
会
員
等
69
名
が
参
加
し
、
オ
ス
プ
レ
イ
等

を
研
修
。

❍
「
千
葉
だ
よ
り
」
を
４
回
／
年
度
発
行
し
、
会
員
に
配

布
。
ま
た
、
支
部
計
画
で
支
部
だ
よ
り
を
発
行
。

❍
県
会
長
表
彰
と
し
て
９
名
・
１
コ
支
部
表
彰
。
隊
友

会
本
部
か
ら
表
彰
状
５
名
・
感
謝
状
各
1
名
授
賞
。

◆
財
務
基
盤
改
善
の
強
化

❍
年
会
員
五
八
三
名
（
85
％
）
か
ら
会
費
納
入
、
終
身

会
員
に
会
運
営
協
力
金
（
寄
付
）
を
依
頼
し
、
六
四

八
名
（
33
％
）
か
ら
協
力
を
得
た
。
管
理
費
の
節
約
、

督
促
に
よ
る
会
費
増
、
事
業
収
益
増
に
よ
り
収
支
は

昨
年
度
に
比
し
改
善
。

◆
会
員
の
福
利
厚
生

❍
会
員
、
親
族
を
対
象
と
し
た
葬
祭
、
商
品
購
入
等
の

割
引
情
報
を
提
供
。

❍
会
員
の
訃
報
に
接
し
た
際
は
、
支
部
長
の
要
望
に
応

じ
て
速
や
か
に
顕
彰
状
を
贈
呈
。

◆
そ
の
他

❍
四
街
道
支
部
は
「
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
四

街
道
市
民
の
会
」
に
協
賛
。

令
和
五
年
度
総
会
に
お
け
る
議
案
（
要
約
）

令和５年３月 第７０号隊友千葉だより

◆
方
針県

隊
友
会
は
、
県
民
と
自
衛
隊
と
の
か
け
橋
と
し
て

相
互
の
理
解
を
深
め
る
と
も
に
、
防
衛
意
識
の
普
及
高

揚
に
努
め
、
国
の
防
衛
及
び
防
災
施
策
、
自
衛
隊
諸
業

務
な
ど
に
対
す
る
協
力
・
支
援
、
慰
霊
顕
彰
事
業
並
び

に
地
域
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
を
積
極
的
に

推
進
し
、
防
衛
基
盤
の
構
築
に
寄
与
す
る
。

こ
の
た
め
、
公
益
目
的
事
業
の
更
な
る
充
実
お
よ
び
若

手
会
員
の
事
業
・
行
事
へ
の
参
画
を
促
し
、
会
活
動
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
会
勢
の
維
持
・
拡
大
、
特

に
新
入
会
員
の
入
会
促
進
を
図
り
会
基
盤
の
充
実
を
図

る
。
こ
の
際
、
会
員
の
福
利
と
親
睦
の
た
め
の
事
業
を

継
続
し
つ
つ
会
の
魅
力
化
に
努
め
る
。

【
第
二
号
議
案
】
令
和
四
年
度
会
計
報
告
（
案
）
略

会
員
に
は
県
隊
友
千
葉
だ
よ
り
で
配
布
済

【
第
三
号
議
案
】
令
和
五
年
度
事
業
計
画
（
案
）
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活
動
に
あ
た
っ
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
長
期
化
を
想
定
し
たW

ITH

コ
ロ
ナ
時
代
に
適
合
し
た

活
動
に
留
意
す
る
。
。

◆
地
方
自
治
体
へ
の
協
力

❍
平
素
か
ら
県
の
要
望
に
応
じ
、
災
害
対
策
本
部
等
の

訓
練
に
参
加
す
る
。
各
支
部
は
地
域
振
興
事
務
所
等

と
連
携
し
、
物
資
の
払
出
し
に
係
わ
る
訓
練
に
協
力
。

◆
自
衛
隊
の
諸
業
務
・
活
動
に
対
す
る
協
力
・
支
援

❍
会
員
の
知
見
や
技
能
を
生
か
し
、
隊
員
の
募
集
・
就

職
援
護
等
の
自
衛
隊
の
業
務
に
協
力
。
併
せ
て
、
各

駐
屯
地
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
関
連
に
つ
い
て
会
員

に
周
知
し
募
集
に
協
力

❍
災
害
情
報
連
絡
員
制
度
を
維
持
し
、
自
衛
隊
へ
の
災

害
情
報
を
通
報
す
る
と
と
も
に
自
衛
隊
が
実
施
す
る

災
害
派
遣
活
動
等
に
対
し
て
、
慰
問
・
激
励
を
実
施
。

❍
各
支
部
は
、
新
た
な
家
族
支
援
要
望
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
海
空
自
衛
隊
部
隊
の
要
望
に
応
じ
て
家
族

会
と
連
携
し
て
海
空
自
衛
隊
員
の
家
族
支
援
に
つ
い

て
検
討
。

❍
海
空
基
地
も
含
め
て
チ
ラ
シ
配
布
を
積
極
的
に
行
い
、

引
越
し
合
い
見
積
も
り
を
継
続
し
て
実
施
。

◆
講
演
会
・
隊
友
紙
の
配
布
等

❍
中
央
の
実
施
す
る
防
衛
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
と
と

も
に
、
県
及
び
支
部
に
お
い
て
防
衛
講
演
会
を
開
催
。

❍
会
員
に
「
隊
友
新
聞
」
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、W

eb

化
試
行
を
会
員
に
周
知
す
る
。
特
別
会
員
に
は
、
併

せ
て
「
デ
フ
ェ
ン
ス
」
を
配
布
。

◆
慰
霊
顕
事
業

❍
殉
職
自
衛
隊
員
追
悼
式
に
参
列
す
る
と
と
も
に
、
追

悼
式
会
場
の
清
掃
を
実
施
。
千
葉
県
護
国
神
社
の

春
・
夏
大
祭
に
合
わ
せ
た
清
掃
活
動
、
浄
財
を
奉
納
。

❍
「
あ
あ
特
攻
勇
士
像
」
慰
霊
祭
に
協
力
。
各
支
部
は

近
傍
の
慰
霊
碑
・
忠
魂
碑
等
の
維
持
管
理
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
慰
霊
祭
等
に
参
列
。

◆
会
勢
の
拡
大

❍
入
会
率
の
向
上
は
喫
緊
の
重
要
課
題
と
の
認
識
の
基
、

入
会
説
明
会
の
開
催
の
他
、
あ
ら
ゆ
る
諸
施
策
を
推

進
し
て
即
日
入
会
者
の
増
加
に
努
め
る

❍
部
隊
が
行
う
定
年
前
の
講
習
お
よ
び
教
育
に
お
い
て
、

隊
友
会
の
活
動
を
説
明
し
理
解
を
得
る
。

令和５年３月 第７０号隊友千葉だより
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❍
入
会
会
員
と
早
期
に
接
触
し
退
会
防
止
を
図
る
。

❍
会
員
名
簿
を
適
時
に
配
布
し
、
県
本
部
と
支

部
と
の
齟
齬
を
無
く
し
現
状
把
握
に
努
め
る
。

❍
県
理
事
役
を
積
極
的
に
勧
誘
し
て
業
務
を
分
担

す
る
。

◆
会
活
動
の
活
性
化

❍
支
部
会
員
の
減
少
、
高
齢
化
お
よ
び
限
定
さ
れ

た
会
員
の
み
で
の
活
動
の
現
状
に
鑑
み
、
県
本

部
と
支
部
が
連
携
し
若
い
会
員
の
活
動
へ
の
参

画
を
促
進
し
、
支
部
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

❍
引
続
き
、
「
千
葉
だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
と
と

も
に
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
。

❍
支
部
が
実
施
す
る
総
会
、
講
演
会
、
新
聞
手
配

り
等
に
対
し
て
経
費
を
助
成
。

❍
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰
す

る
と
と
も
に
、
隊
友
会
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
個
人
・
団
体
に
感
謝
状
を
贈
呈
。

併
せ
て
隊
友
会
本
部
に
上
申
。

◆
財
務
基
盤
の
強
化

❍
更
な
る
隊
友
新
聞
値
上
げ
に
よ
る
支
出
増
を
踏

ま
え
、
引
続
き
経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
る
と

と
も
に
、
年
会
費
納
入
率
の
向
上
、
終
身
会
員

へ
の
会
運
営
協
力
金
（
寄
付
）
の
更
な
る
協
力

を
依
頼
し
、
健
全
な
財
政
基
盤
を
構
築
。
経
費

運
用
に
あ
っ
て
は
、
特
に
、
支
部
活
動
の
活
性

化
に
繋
が
る
事
業
を
重
視
。

❍
厳
格
な
予
算
執
行
を
行
う
と
と
も
に
、
隊
友
会

本
部
の
計
画
に
基
づ
き
経
理
用
ア
プ
リ
を
試
行

し
て
、
効
率
的
な
会
計
処
理
に
努
め
る
。

◆
県
隊
友
会
活
動
基
盤
の
確
立

❍
事
業
参
加
会
員
数
・
活
動
経
費
の
減
少
傾
向
を

踏
ま
え
、
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
各
種
業
務

の
実
施
規
模
・
内
容
に
つ
い
て
精
査
し
、
県
隊

友
会
諸
活
動
の
効
率
的
な
実
施
要
領
、
県
本
部

役
員
の
業
務
分
担
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
継
続

的
に
検
討
。

❍
支
部
長
不
在
支
部
の
解
消
に
努
め
る
と
も
に
、

支
部
長
等
支
部
役
員
の
高
齢
化
の
た
め
、

申
し
送
り
お
よ
び
世
代
交
代
を
推
進
す
る
。

◆
会
員
の
福
利
厚
生
及
び
親
睦

❍
各
種
保
険
事
業
等
の
本
部
施
策
事
業
、
企
業
の
葬
祭
、

商
品
割
引
情
報
等
を
普
及
。

❍
春
・
秋
の
叙
勲
受
章
者
の
紹
介
、
会
員
死
亡
に
お
け

る
顕
彰
状
等
を
適
時
に
実
施
。

◆
そ
の
他

❍
「
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
国
・
県
・
市
民
の

会
」
な
ど
の
活
動
に
参
加
。

❍
隊
友
会
本
部
が
開
催
す
る
総
会
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
研
修

会
に
参
加
。

❍
支
部
長
等
会
議
は
、
各
種
施
策
の
意
見
提
出
と
効
果

的
な
実
施
、
支
部
活
動
の
活
性
化
及
び
情
報
の
共
有

化
等
の
た
め
、
７
月
及
び
３
月
に
開
催
。

こ
の
際
、
理
事
役
会
と
の
同
時
期
開
催
に
努
め
る
。

❍
各
支
部
長
は
、
１
回
／
年
、
支
部
会
員
を
招
集
し
、

支
部
総
会
を
開
催
。

【
第
四
号
議
案
】
令
和
五
年
度
予
算
（
案
）
略

会
員
に
は
県
隊
友
千
葉
だ
よ
り
で
配
布
済

【
第
五
号
議
案
】
役
員
交
代
案

◆
退
任

会
長

神
原
誠
司

理
事
役

筒
井
紀
詔

理
事
役

時
久
寛
司

沼
南
支
部
長

満
園
哈
爾
男

四
街
道
支
部
長

中
尾
英
夫

（
支
部
長
交
代
時
期
：
支
部
所
定
）

◆
新
任

会
長

菊
地

聡

理
事
役

加
納
伸
隆

沼
南
支
部
長

永
岡
雅
史

四
街
道
支
部
長

筒
井
紀
詔
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安
房
支
部
は
、
鴨
川
市
・
南
房
総
市
・
鋸
南
町
に
在
住
す

る
会
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
現
在
の
会
員
は
四
六
名
で
す
。

空
自
峯
岡
山
分
屯
基
地
が
南
房
総
市
に
所
在
し
て
お
り
ま
す

が
、
会
員
の
多
く
は
鴨
川
市
に
居
住
し
て
い
ま
す
。
海
自
館

山
、
陸
海
空
木
更
津
の
基
地
が
近
在
し
て
い
ま
す
が
、
空
自

出
身
会
員
が
約
半
数
を
占
め
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
こ
こ
三
年
、
恒
例
の
総
会
・
懇
親
会
・

新
年
会
な
ど
開
催
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
開
催
し
て
も
広

域
な
こ
と
と
、
交
通
の
不
便
さ
も
あ
っ
て
、
鴨
川
市
以
外
の

会
員
皆
様
と
の
交
流
が
な
か
な
か
難
し
い
の
が
実
情
で
す
。

さ
て
こ
こ
で
、
今
年
度
安
房
支
部
活
動
の
ト
ピ
ッ
ク
を
二
つ

紹
介
し
ま
す
。

一
つ
は
、
昨
年
暮
れ
に
会
勢
拡
大
の
た
め
の
県
隊
友
会
年

度
計
画
に
従
い
、
空
自
峯
岡
山
分
屯
基
地
に
お
い
て
「
隊
友

会
入
会
促
進
説
明
会
・
懇
親
会
」
を
開
催
し
た
こ
と
で
す
。

野
田
峯
岡
山
分
屯
基
地
司
令
以
下
五
〇
名
の
参
加
を
頂
き
、

隊
友
会
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
も
あ
っ
て
、
懇
親
会
の
席

で
好
印
象
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
説
明
会

で
は
、
神
原
会
長
始
め
県
本
部
か
ら
五
名
の
応
援
参
加
が
あ

り
、
感
謝
で
す
。

二
つ
目
は
、
二
月
五
日
の
「
前
参
議
院
議
員

宇
都
隆
史

氏
に
よ
る
防
衛
講
話
」
の
実
施
で
す
。
外
薗
元
空
幕
長
に
よ

る
講
師
紹
介
に
始
ま
り
、
演
題
を
「
我
が
国
の
新
た
な
国
家

安
全
保
障
戦
略
」
と
し
た
講
話
は
、
ま
さ
に
時
宜
に
適
し
た

世
界
情
勢
、
防
衛
戦
略
上
の
注
目
点
と
政
界
の
動
向
そ
し
て

宇
都
氏
本
人
の
近
況
・
抱
負
な
ど
興
味
の
尽
き
な
い
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
後
の
懇
親
会
で
は
、
長
谷
川
鴨
川
市
長
、
川
名
千
葉

県
議
、
佐
々
木
鴨
川
市
議
会
議
長
、

そ
し
て
、
神
原
隊
友

会
長
に
宇
都
氏
激
励
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
以
後
、
宇
都
氏
ご

夫
妻
を
囲
ん
で
の
楽
し
い
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。
四
五
名
の

聴
講
出
席
者
に
は
地
元
有
志
が
多
く
、
会
場
の
制
約
か
ら
隊

友
会
員
の
参
加
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
残
念
な
く
ら
い

で
し
た
。

安
房
支
部
は
、
引
き
続
き
会
員
と
の
交
流
促
進

を
活
動
の
基
本
と
し
て
、
自
衛
隊
と
市
民
と
の
交
流
の
懸
け

橋
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
県
隊
友
会
各
位
か
ら
の
ご

指
導
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
安
房
支
部
長

三
好
文
雄
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元参議院議員 「宇都たかし氏」
による防衛講話

白
井
市
は
県
北
西
部
の
北
総
台
地
上
に
位
置
し
、

令
和
５
年
１
月
末
の
人
口
は
、
６
万
１
千
人
。
千

葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
一
角
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

人
口
は
３
年
前
に
ピ
ー
ク
に
達
し
、
現
在
は
そ
れ

か
ら
１
千
人
ほ
ど
減
少
し
て
い
ま
す
。
全
国
区
レ

ベ
ル
の
よ
う
な
名
所
名
跡
も
見
当
た
ら
ず
、
県
内

に
お
い
て
も
「
し
ろ
い
の
梨
」
以
外
は
さ
ほ
ど
の

知
名
度
は
な
く
、
「
う
す
い
市
、
し
ら
い
市
」
と

読
み
間
違
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

白
井
支
部
の
会
員
数
は
、
現
在
５
０
名
弱
。
１

０
年
ほ
ど
前
は
、
海
出
身
の
会
員
が
半
数
以
上

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
は
陸
・

海
で
拮
抗
し
て
お
り
ま
す
。
白
井
市
は
海
上
自
衛

隊
下
総
航
空
基
地
に
隣
接
し
て
い
る
の
で
、
海
出

身
の
方
の
割
合
が
高
い
支
部
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

最
近
特
に
感
じ
る
の
で
す
が
、
支
部
活
動
に
活
発

に
協
力
し
て
頂
い
た
諸
先
輩
が
、
次
々
と
鬼
籍
に

入
り
、
反
対
に
新
入
会
員
数
が
減
少
し
、
会
員
数

は
漸
減
傾
向
で
す
。

支
部
活
動
で
す
が
、
こ
の
３
年
間
疫
病
流
行
の

支
部
活
動
で
す
が
、
こ
の
３
年
間
疫
病
流
行
の
た
め
ほ
と

ん
ど
活
動
で
き
て
お
ら
ず
、
「
隊
友
新
聞
配
付
」
以
外
は
、

隔
月
の
「
事
務
局
だ
よ
り
」
と
年
１
度
の
「
会
員
近
況
だ
よ

り
」
の
発
行
に
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
年
２

度
の
懇
親
会
（
６
月
総
会
後
の
懇
親
会
と
新
春
懇
親
会
）
を

実
施
し
て
、
市
長
、
地
方
議
員
、
下
総
基
地
群
司
令
等
の
臨

席
を
仰
ぎ
和
気
あ
い
あ
い
と
歓
談
致
し
て
お
り
ま
し
た
。
会

員
諸
兄
の
近
況
を
聞
く
の
も
楽
し
み
で
し
た
。
こ
の
３
年
間

は
「
会
員
の
高
齢
等
に
伴
う
感
染
の
可
能
性
」
を
考
慮
し
、

取
り
止
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
少
し
で
も
隊
友
会
の
存
在
が
市
民
に
、
ま
た
現
職

隊
員
に
見
え
る
よ
う
に
と
思
い
、
約
１
０
年
前
か
ら
市
環
境

課
関
連
事
業
の
野
外
清
掃
活
動
に
も
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

お
か
げ
で
、
市
環
境
課
か
ら
は
毎
年
参
加
案
内
が
届
く
よ
う

に
な
り
存
在
を
認
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
市
民
、
現
職

隊
員
に
は
ま
だ
ま
だ
の
感
で
す
。
ま
た
、
市
商
工
会
が
主
催

で
通
年
実
施
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
に
あ
る
団
体
と

パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
み
、
ブ
ー
ス
を
出
店
し
て
い
ま
し
た
。
わ

ず
か
で
す
が
売
り
上
げ
利
益
を
会
計
に
繰
り
入
れ
、
支
部
活

動
の
資
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
が
解
散
し

た
の
で
、
今
後
は
支
部
単
独
で
出
店
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
祭
り
は
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
課
題
は
「
売
る
物

が
な
い
。
少
し
で
も
い
い
か
ら
利
益
の
出
る
売
り
物
は
な
い

か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

県
会
員
の
皆
様
、
売
り

物
に
関
し
良
い
お
知
恵

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
拝
借
し
た
い
の
で

ご
連
絡
を
賜
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

白
井
支
部
長増

山
普
一

白
井
の
梨
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